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２．経営健全化計画の履行概況 

(1) 18 年 3 月期 業務改善命令への対応進捗状況 

三井住友フィナンシャルグループ（以下、当社）は、「経営健全化計画に係る 17 年

3 月期の収益目標と実績とが大幅に乖離していることなどから、経営健全化計画の履行

を確保するための措置を講ずる必要があると認められる」ことを理由として、17 年 7

月 22 日、金融庁より、金融機能の早期健全化のための緊急措置に関する法律第 20 条第

2項および銀行法第 52 条の 33 第 1 項の規定に基づき、行政処分（業務改善命令）を受

けました。 

 同計画の進捗状況につきましては、18 年 3 月期の三井住友銀行（以下、当行）の当

期純利益が 5,195 億円と計画を 1,695 億円上回りましたほか、諸施策の進捗状況は後述

の通り着実に進展しております。 

 なお、業務改善計画の 18 年 3 月期における進捗状況につきましては、取締役会に報

告の上、5月 31 日に金融庁に提出いたしました。 

 

(2) 業務再構築等の進捗状況 

［個人金融ビジネス］ 

当社では、個人金融ビジネスにおきまして、顧客基盤の拡充を通じ、高付加価値分野

と先端技術分野における「トップシェアバンク」の実現を目指します。また、お客さま

第一主義を徹底し、持続的成長を拡大してまいります。 

①「個人総合金融サービス業への飛躍」に向けた新規事業への取組強化 

当行では、保険事業、証券仲介業務、相続関連業務等新たな事業に積極的に取り組ん

でまいりました。 

保険事業の分野では、投資信託と並び個人向け中核商品のひとつになっております個

人年金保険におきまして、17 年 8 月に取扱を開始した「Broadway」をはじめ、お客さ

まのニーズにあった商品ラインアップの拡充に取り組んでまいりました。さらに、保険

窓販に係る規制緩和を受け、17 年 12 月より 3社 5商品のラインアップで、一時払終身




